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満開の三春滝桜
2008.4.21 撮影
福島県田村郡三春町滝字桜久保
日本三大桜の一つに数えられるが、シダレザクラとし

ては日本最大である。推定樹齢 1000年、幹周 9.5m、根
周 10.5m、樹高 19m、枝張り東西 25m、南北 19mとい
う、数字から見てもダントツの一位である。これ程の巨
木になると、樹勢に衰えが見られ、花付きも悪いものだ
が、三春滝桜は現在も滝が流れ落ちるような見事な花を
付ける驚異の桜。そのため、人気も別格のものがあり、
花のシーズンには高速道路の出口あたりから渋滞すると
いう異常な事態が起る。駐車場から桜までの参道?は、ま
るで東京の繁華街を歩いているような人出であるが、目
指す滝桜が出現すると、吾を忘れて見入ってしまう存在
感があり、人々を引きつける魅力に納得してしまう。滝
桜を見ずして、日本の桜は語れないということであろう
か。
この桜をこよなく愛した歴代の三春藩主は、周囲にあ

る畑を無税とし、藩主の御用木に指定、保護した。開花
期には毎日早馬を出して花の状態を報告させ、満開にな
れば藩主が花見に出かけ、堪能したと伝えられる。
滝桜の立地が素晴らしく、擂鉢状になった広大な敷地

の西斜面に立つ。360度から、しかも上部からも眺めら
れるというものは全国に例がなく、やはり藩主の御用木
であったことが伺える。そのため、太陽光線による変化
も楽しめ、真正面から朝日が照らし、日没はバックライ
トになる。三日間だがライトアップも行われ、写真家に
とって、これ程表現幅を持った桜はざらにはなく、何度
も足を運びたくなる衝動に駆られるのである。
右の作品は、二度目の訪問で、目的は幅 150㌢、縦 130

㌢の大和写真を制作するためであった。日の出を待って
撮影しようと構図を考えていたが、日の出が正面からで
あること、主幹の見事さが正面からは表現できないこと
などから、北側からの構図を採用した。この位置は背景
に人家などが写り込むことから、ほとんどカメラマンが
いない位置だ。前景の菜の花は、観光目的で植えたもの
だろうか。出来上がった作品は、2億 7千 2百万画素と
いう巨大な画像で、花一輪が確認できる精巧なものであ
る。

三春滝桜主幹　2007.4.20 撮影
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三春滝桜雪景色
2010.4.22 撮影
自宅を出たのがこの日の午前 3時頃で、距離にし

て約 500キロ。ひたすら高速道路を北上し、新潟県
境を越えたあたりで「チェン規制」の表示板が目に
飛び込んできた。四月下旬に何の事だろうか?意味
不明である。同時に「三春滝桜満開」の表示もある。
周囲に積雪はなく、見間違いかと思って進むと、郡
山ジャンクションあたりから何と積雪が始まったの
である。異常気象だ。もちろんスノータイヤは外し
ている。危険を回避するため郡山東で高速を降り、
一般道に入るが、積雪は道路で 10㌢程あり、胸がと
きめき出す。運転の心配と、滝桜の雪景色が撮影で
きる興奮からであろう。
満開時に長蛇の渋滞になるはずの周辺に人影はな

く、駐車場にも車は疎らという異常事態。息を切ら
せて坂を登ると、何と雪が積もった滝桜があった。
関係者の方に聞くと、三分咲きに雪が積もったこと
はあったが、満開は生まれて初めての光景だという
こと。
到着した午前 11時頃は激しく雪が降っていたが、

12時を回った頃に雨に変わり、峠は越えたようであ
った。それにしても、神がいるとしか思えない偶然
の出来事に、この日は一日興奮状態であった。

史上初の珍事


